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   小児甲状線がんの報告とその否定 
 
(2) 甲状腺線量評価の現状　国際共同研究の到達点 
   かいま見ることのできるばらつきの大きさ 
 
(3) 甲状腺線量と実効線量 
   原理的限界／臓器単位で平均すること 
 
(4) UNSCEARの計算 
   実際的限界／実測値とシュミレーション 
 
(5) 福島県県民健康調査　甲状腺検査の結果 
   内部比較の重要性・年齢層と検査の密度 
 
(6) 線量評価を議論の出発点にしない必要性 
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甲状腺線量評価の現状　1992年のチェルノブイル原発事故 4 	 
Nature 359, 22 October 1992 
I. Shigematus and J. W. Thiesse 
Radiation Effect Research Fundation, 
5-2 Hijiyama Oark, Minami-ku,  
















事故から６年後　国際共同研究の一致点 １ 	 






事故から６年後　国際共同研究の一致点 2 	 
Vladimir Drozdovitch et al., Health Physics, 99, 1 1-16, July, 2010. 
事故当時１8歳以下 
ベラルーシー 1218名 








事故から６年後　国際共同研究の一致点 3 	 








組　織	 wT Σ wT 
骨髄（赤色）、結腸、肺、胃、乳房、残りの臓器＊	 0.12 0.72 
生殖腺	 0.08 0.08 
膀胱、食道、肝臓、甲状腺	 0.04 0.16 




































































放射性核種	 半減期	 ２〜７歳	 成人	
経口	 呼吸	 経口	 呼吸	
I-131 8 d 10 3.7 2.2 0.74 
Cs-137 30 y 0.98 7.0 1.3 3.9 
Rn-222 2.8 d - 0.65 - 0.65 




（『放射線科医のための放射線生物学』第４版 Eric J. Hall）	
（『細胞周期がわかる』 中山敬一　羊土社）	
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Schwarz and Dunning, Imprecision in estimates of dose from ingested Cs-137 due to variability in 
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受診者	 悪性および疑い	 疑いなし	 オッズ：仮定	 オッズ比：仮定	
広野町から伊達市１３市町村（2011
年度）	 41813	 15	 41798	 0.000382803	 4.862358542	
福島市・桑折町・国見町（2012年度）	 50622	 13	 50609	 0.000276636	 3.513831805	
二本松市・大宮市・大玉村・三春町
（2012年度）	 18168	 12	 18156	 0.000716056	 9.095345635	
郡山市(2012年度)	 53962	 24	 53938	 0.000463504	 5.887424217	
白河市・天栄村・泉崎村・西郷村
（2012年度）	 16459	 9	 16450	 0.00060794	 7.722049973	
いわき市（2013年／一部2012年度）	 47759	 20	 47739	 0.000439901	 5.587624115	
須賀川市（2013年度）	 11532	 5	 11527	 0.000520562	 6.612181156	
小野町から矢祭町13町村（2013年
度）	 17003	 4	 16999	 0.000294152	 3.73632192	
うえ２つの和	 28535	 10	 28525	 0.00035057	 4.452936021	
会津地方（喜多方市を除く）	 26899	 10	 26889	 0.000409104	 5.196444511	
相馬市・新開町と会津70％以上
（2013年度）	 18586	 3	 18583	 0.000215262	 2.73425896	

































































　術式は、甲状腺全摘 5 例（9%）、片葉切除 49 例（91%）、リンパ節郭清は全例に実施し、中央領
域のみ実施が 67%、外側領域まで実施が 33%であった。出来る限り3 cmの小切開創にて行った。 
	


















































































































































































































































































































































































































































 その果たす役割は？  問題の焦点ずらし（放射線安全論に立って、不安の解消） 












 ← 住民の自助を強調し、対話集会などを展開する「福島のエートス」「ICRP ダイアロ
グセミナー」 











・「福島のエートス（ETHOS in Fukushima）」（安東 2012） 
 放射線の影響：健康問題だけでない、日常の生活様式、住民心理、対人関係、地域コミ
ュニティ、社会に及ぼす影響 
 2011 年 9 月下旬に放射線の対話型勉強会（いわき市南部） 
 2011 年 12 月住民対話集会（いわき市北部） 
  知識の欠如・誤解、長期的な健康影響への危惧、現実の対処がわからない困惑・不安 
 → 知識の問題は本質的でない、「暮らし」の問題：自分の生活・日常を自身で管理・統
御できない、理解・判断できない 
 → 自分自身で生活を管理できる「住民主体型の放射線防護文化構築」が必須(？) 
 2012 年 3 月 住民対話集会、専門家との座談会での交流、個人積算線量計で計測→数値
の意味の理解・納得→状況改善の対処方法 
 科学的知見に基づく可能な限り正確な客観的事実を専門家に提示してもらう 
（← その専門家とは誰か？ 専門家・専門知は客観的？） 








 福島ダイアログセミナー（第 1 回 2011 年 11 月～第 9 回 2014 年 8 月～） 
 ICRP（国際放射線防護委員会）日本国内委員の動き 
  2012 年 6 月にウェブ「ICRP 通信」開設 ← 2011 年 12 月の NHK 番組に対する抗
議・BPO への提訴 
 ICRP のウェブで 2014 年 2 月に ICRP and Fukushima → ICRP Dialogue initiative 
 
★ 疑問 








● 「エートス計画（ETHOS project）」とは？（コリン・コバヤシ 2013, 2014） 
・1996～2001 年 チェルノブイリ後のベラルーシで 
 フランス CEPN（原子力防護評価研究所）が組織した計画 
 CEPN：原子力庁、フランス電力、放射線防護・安全研究所、アレヴァ社によって創設 




































 市民参加 政治的決定に結びつくか 
 
● 科学技術論（ＳＴＳ）の変容 
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